
■
報
復
戦
争
へ
の
参
戦
協
力

　
０
１
年
９
月
の
同
時
多
発
テ
ロ
に
た
い
し
、
ア
メ
リ

カ
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
へ
の
報
復
戦
争
を
は
じ
め
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、
何
万
人
も
の
一
般
市
民
が
殺
さ
れ
、

傷
つ
き
、
ア
フ
ガ
ン
国
土
も
荒
廃
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
報
復
戦
争
の
一
部
＝
海
上
阻
止
作
戦
で
給
油
を

担
当
し
て
い
た
の
が
、
自
衛
艦
で
す
。
給
油
量
の
８
割

は
米
艦
船
、
イ
ラ
ク
攻
撃
に
も
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
自

衛
隊
の
給
油
し
た
油
が
人
々
を
殺
傷
す
る
作
戦
に
使
わ

れ
て
い
た
の
で
す
。

■
テ
ロ
は
戦
争
で
は
な
く
せ
な
い

　
こ
の
６
年
間
の
一
番
大
切
な
教
訓
は
、
「
戦
争
で
テ
ロ
は

な
く
せ
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
逆
に
、
テ
ロ
と
報
復
の

悪
循
環
が
す
す
み
、
テ
ロ
も
世
界
各
地
に
広
が
り
ま
し
た
。

　
い
ま
ア
フ
ガ
ン
で
は
、
カ
ル
ザ
イ
大
統
領
も
含
め
「
和
解

と
平
和
」
＝
話
し
合
い
解
決
へ
の
努
力
が
始
ま
り
、
議
会
も

外
国
軍
の
軍
事
行
動
に
反
対
し
て
い
ま
す
。
米
軍
へ
の
戦
争

支
援
は
、
こ
の
努
力
に
も
逆
行
す
る
も
の
で
す
。

■
憲
法
９
条
こ
そ

　
自
衛
隊
が
ア
フ
ガ
ン
や

イ
ラ
ク
に
派
兵
さ
れ
て
い

る
の
は
、
「
日
米
同
盟
最

優
先
」
、
ア
メ
リ
カ
い
い

な
り
の
政
治
だ
か
ら
で
す
。

　
憲
法
９
条
を
持
つ
国
と

し
て
、
戦
争
に
協
力
す
る

の
で
な
く
、
報
復
戦
争
か

ら
政
治
交
渉
に
よ
る
解
決

へ
転
換
さ
せ
、
教
育
や
医

療
な
ど
の
分
野
で
大
い
に

貢
献
し
た
い
も
の
で
す
。

　
テ
ロ
特
措
法
の
期
限
が
切
れ
、
イ

ン
ド
洋
で
米
艦
船
な
ど
に
給
油
し
て

い
た
自
衛
艦
は
撤
退
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
再
開
し
た
い
自
民
・
公
明

両
党
は
、
新
テ
ロ
特
措
法
案
の
衆
院

通
過
を
強
行
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
参
院
で
は
反
対
が
多
数
派

で
、
成
立
の
メ
ド
は
た
っ
て
い
ま
せ

ん
。
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
を
支
援
す
る

憲
法
違
反
の
参
戦
法
案
は
、
廃
案
に

す
べ
き
で
す
。

防
衛
省
は
、
ま
ず
み
ず
か
ら
の
疑
惑
を
国
民
の
前
に
明
ら
か
に
せ
よ

そもそも防衛省に資格があるのか？
　接待ゴルフをし、焼肉を食べながら、自衛官

を海外派兵させていたなんて、驚きです！とど

まることを知らない防衛省疑惑。

　テロ特措法や米軍再編を推進してきた人物こ

そ守屋前事務次官です。次期輸送機（ＣＸ）、

沖縄やグアムの基地建設など巨額の軍事予算を

食い物にしてきた「政軍財」の癒着を徹底解明

することこそ先決です。
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